様式３
成果有体物受入（申請・届出）書


令和　　年　　月　　日 
　国立大学法人新潟大学長　　殿
	[申請・届出者]
	

	　所　属
	

	　職・氏名
	

	　℡（内線）
	

	　E-mail
	


国立大学法人新潟大学成果有体物提供及び受入手続要領に基づき，成果有体物の受入について下記により（申請・届出）します。
受け入れた成果有体物は，提供元と締結する同意書（MTA）の規定を遵守し，責任を持って使用及び管理します。
記
１　成果有体物

	(1)
	成果有体物の名称・数量
	

	(2)
	成果有体物の種類
	□微生物　　　□遺伝子　　□細胞　　　□化合物　　□実験動物　□ウイルス

□タンパク質　□試作品　　□実験装置　□その他（　　　　　　　　　　　）

	(3)
	研究目的・内容
（100字程度で記入）
	


２　提供元機関

	(1)
	機関名称（所在国）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国名：　　　　　　　）

	(2)
	機関種別
	□大学　　□研究機関　　□企業　　□寄託機関　　□その他（　　　　　　）

	(3)
	手続担当者（所属・職）
	

	(4)
	手続担当者

連絡先
	所在地
	

	
	
	℡
	

	
	
	E-mail
	


３  同意書（MTA）
	(1)
	名義人（サイナー）
	□職員　□部局長（提供元が本学の組織の長との同意書の締結を求めた場合）

	(2)
	同意書（MTA）案
	□提供元から入手（添付してください）　□なし


	※同意書（MTA）の修正が必要となる場合があります。
下記事項の該当の有無をご確認ください。
	該当の有無

有　　無
	

	研究成果の発表の禁止または不合理な制限
	□　　□
	※該当「有」の場合は，知的財産担当（ip@adm.niigata-u.ac.jp）と取扱いを協議してください。

□協議済（協議経過のメールを添付）

	発明等の知的財産権が一方的に提供元に帰属
	□　　□
	

	発明等の知的財産権が無条件に提供元と共有
	□　　□
	

	提供者の故意・過失により生じた損害を大学が補償
	□　　□
	

	裁判管轄・準拠法が提供者の自国
	□　　□
	

	その他本学にとって不利と思われる条項がある
	□　　□
	

	同意書（MTA）の内容に不明な点がある
	□　　□
	


４　確認事項

	※法令や規則に基づく手続等が必要となる場合があります。下記事項の該当の有無をご確認ください。
	該当の有無

有　　無
	左記で該当がある場合のみ記入

	
	
	手続完了
	手続中（完了予定時期を記入）

	生物多様性条約（外国からの固有種生物の受入）
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	遺伝子組み換え実験
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	動物実験
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	放射性物質・核燃料物質
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	毒劇物
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	特定病原体
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	その他法令や規則に基づく手続

（手続内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	□　　□
	□
	　□　（　　　　　　　　　）

	生命に対し危険が生じるおそれのあるもの又は環境に重大な影響を与えるおそれのあるものであって，その安全対策及び防止対策が確保されていないもの
	□　　□
	該当「有」の場合は受入れできません。



（職員が同意書の名義人となる場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　成果有体物受入届出者　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属部局長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記の成果有体物の受入れを承諾します。


（部局長が同意書の名義人となる場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　成果有体物受入申請者　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属部局長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　上記の成果有体物の受入れを承諾し，成果有体物受入同意書（MTA）に（押印・署名）しましたので，別添のとおり送付します。
新潟大学　2020年12月改訂　5年保存

